ヨエル書入
ヨエル書は、小預言書の中でも最も生き生きとしており、神学的に豊かな書の一つですが、同時に、正確な年代を定めることが最も難しい書の一つでもあります。ホセア書やアモス書とは異なり、ヨエル書には王や政治的出来事など、明確な歴史的指標がありません。その結果、学者たちはその年代を紀元前9世紀から5世紀までのいずれかに位置づけています。しかし、そのメッセージは時代を超えており、緊急性を帯びています。
ヨエル書は、土地を裸同然にしてしまう壊滅的なイナゴの災害から始まり、その後に飢饉、経済の崩壊、そして国家的な苦難を残します。この災害が純粋に文字どおりのものなのか、それとも侵略して来る軍隊の象徴でもあるのかにかかわらず、それはヨエルの中心的なメッセージの出発点となっています。この災害は警告、すなわち「主の日」の前触れなのです。
預言者は、人々に単に自分たちの状況を嘆くようにではなく、真実な悔い改めをもって神に立ち返るように呼びかけます。ヨエルは、罪を裁かれる一方で、ご自分の民を回復することを切に願っておられる神を明らかにします。この書は、荒廃から希望へ、裁きから回復へと進み、旧約聖書における最も重要な約束の一つ、すなわち神の御霊が注がれることをもって頂点に達します。
ヨエルのメッセージは最終的に彼自身の時代を超え、来たるべきメシア時代を指し示し、ペンテコステ（使徒の働き2章）において部分的に成就しました。
ヨエルの年代記
1. 現在の危機：いなごの災害（ヨエル書1章）
ヨエルは、作物、家畜、そして経済全体を壊滅させる、いなごの壊滅的な侵入について述べています。祭司も農民も市民も、皆、嘆き悲しむように呼びかけられています。この危機は偶然ではなく、神からの目覚めを促す呼びかけです。
2. 警告：主の日が近づいている（ヨエル書 2:1-11）
預言者はその比喩をさらに展開し、いっそう偉大で恐ろしい出来事、すなわち来たる「主の日」について描写します。この日は神の裁きを表しており、しばしば侵略して来る軍隊、または宇宙的な激変として描かれています。
3. 悔い改めへの呼びかけ（ヨエル書 2:12-17）
ヨエルは彼のメッセージの核心を伝えます。「心を尽くしてわたしに立ち返れ......衣を裂くのではなく」(ヨエル書 2:13)。焦点は儀式ではなく、真実な、心からの悔い改めです。
4. 回復の約束（ヨエル書 2:18-27）
神は悔い改めに憐れみをもって応答されます。神は土地を回復し、恥を取り除き、祝福を新たにすると約束されます。失われたものは回復されます。
5. 御霊の約束（ヨエル書 2:28-32）
ヨエルは、目の前の回復を超えて、神がすべての人に御霊を注がれる将来の時代に目を向けています。この預言は使徒の働き2章で成就し、贖いの歴史における大きな転換点を示しています。
6. 最終的な裁きと正当性の証明（ヨエル書3章）
この書は、神が諸国の民を裁き、御自分の民の正しさを証明される幻で結ばれています。「主の日」は、悪者にとっては裁きの日となり、忠実な者にとっては救いの日となります。
なぜこれが重要なのか
ヨエル書は、危機をどのように解釈するかを扱っているため、あらゆる世代に力強く語りかけます。
災害――個人的なものであれ、国家的なものであれ、世界的なものであれ――は、しばしばより深い霊的現実を明らかにします。ヨエルは、そのような時は単に耐え忍ぶだけでなく、吟味すべき時であると教えています。それらは、悔い改めへの呼びかけ、刷新の機会、そして神の主権を思い起こさせるものとなることがあります。
この書は希望も与えています。神は滅ぼすことを望んでおられるのではなく、回復させることを望んでおられます。喪失、失敗、あるいは懲らしめの後でさえ、戻る道があります。
最後に、ヨエルは、私たちが「主の日」の継続する現実の中に生きていることを思い起こさせます。神は今も歴史の中で働いておられ、神の最終的な勝利は確実です。
